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・・・・・今月の主な内容・・・・・・・・・・・・・・・

月

◆HOKKAIDOとまりマラソン２００８開催
◆祝長寿　いつまでもお元気な笑顔を
◆日本海ニコニコ元気村トピックス
◆エネルギー通信
◆くらしの告知板
◆とまり木文芸

101010

HOKKAIDOとまりマラソン2008HOKKAIDOとまりマラソン2008〈平成２０年９月14日〉〈平成２０年９月14日〉

家族連れと
元気いっぱいの

子どもたちで
あふれた３ｋｍ

部門家族連れと
元気いっぱいの

子どもたちで
あふれた３ｋｍ

部門
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今
年
で
15
回
目
と
な
る
「
H
O
K
K
A
I
D
O

と
ま
り
マ
ラ
ソ
ン
２
０
０
８
」が
９
月
14
日（
日
）

秋
晴
れ
の
中
、
ス
ポ
ー
ツ
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
千

葉
真
子
さ
ん
、
三
菱
重
工
長
崎
の
マ
ラ
ソ
ン
部

を
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
に
迎
え
堀
株
の
原
子
力

P
R
セ
ン
タ
ー
『
と
ま
り
ん
館
』
周
辺
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
、
国
の
法
律
改
正
に
伴
い
発
電
所

構
内
を
コ
ー
ス
と
し
て
取
り
入
れ
る
こ
と
が
困

難
な
状
況
の
た
め
、
10
㎞
は
中
止
と
な
り
ま
し

た
が
、
９
８
０
名
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
当
日
は

道
内
外
か
ら
職
場
仲
間
や
家
族
連
れ
な
ど
９
０

２
名
が
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
大
会
長
の
牧
野
村
長
が
感
謝

と
お
礼
の
挨
拶
。
続
い
て
泊
村
議
会
（
宇
留
間

副
議
長
）
よ
り
参
加
者
へ
の
歓
迎
の
挨
拶
。
ま

た
来
賓
と
し
て
、
姉
妹
町
で
あ
る
四
国
愛
媛
県

伊
方
町
の
田
村
教
育
長
と
神
恵
内
村
の
高
橋
村

長
よ
り
お
祝
い
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

開 会 式開 会 式三菱重工長崎マラソン部の皆さん三菱重工長崎マラソン部の皆さん

お楽しみ抽選会お楽しみ抽選会

みんなに元気をくれた千葉真子さんみんなに元気をくれた千葉真子さん

地元物産品コーナー地元物産品コーナー

受付風景・顔つきが真剣受付風景・顔つきが真剣

名がとまりを走った！！名がとまりを走った！！



３

　

競
技
は
午
前
９
時
40
分
か
ら
３
㎞
、
５
㎞
の

コ
ー
ス
別
順
に
始
ま
り
、
年
齢
、
男
女
別
で
親

子
ペ
ア
を
含
む
11
部
門
で
競
わ
れ
，
小
学
生
低

学
年
か
ら
88
歳
ま
で
の
ラ
ン
ナ
ー
が
完
走
を
目

指
し
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
は
、
日
本
海
の
美
し
い
景
色
と
潮
風

を
受
け
な
が
ら
走
る
海
岸
線
コ
ー
ス
。

　

ラ
ン
ナ
ー
は
自
然
美
溢
れ
る
こ
の
コ
ー
ス
で

ス
ピ
ー
ド
感
を
楽
し
み
、
沿
道
の
声
援
を
受
け

快
走
し
、
ゴ
ー
ル
し
た
８
５
２
名
の
走
者
は
完

走
記
録
証
を
手
に
、
爽
や
か
な
汗
を
流
し
走
り

終
え
た
充
実
感
に
浸
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
会
場
内
で
は
、
お
楽
し
み
抽
選
会
を
は

じ
め
サ
ケ
鍋
コ
ー
ナ
ー
や
地
元
特
産
品
市
、
伊

方
町
の
物
産
コ
ー
ナ
ー
等
が
設
け
ら
れ
、
参
加

者
や
応
援
に
駆
け
つ
け
た
皆
さ
ん
は
ふ
れ
あ
い

と
交
流
の
場
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

潮風を受けながら力走するランナー潮風を受けながら力走するランナー表 彰 式表 彰 式

ヤッター、完走だ！ヤッター、完走だ！

完走記録証を手に記念撮影完走記録証を手に記念撮影

サケ鍋引換コーナーサケ鍋引換コーナー

伊方町物産品コーナー伊方町物産品コーナー

北海道から九州まで902北海道から九州まで902

晴天の中
晴天の中

走った！
走った！

楽しんだ！
楽しんだ！

● 広報 とまり　2008年10月号 ●
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祝
長
寿 

い
つ
ま
で
も

祝
長
寿 

い
つ
ま
で
も

お
元
気
な
笑
顔
を

お
元
気
な
笑
顔
を

祝
長
寿 

い
つ
ま
で
も

祝
長
寿 

い
つ
ま
で
も

祝
長
寿 

い
つ
ま
で
も

お
元
気
な
笑
顔
を

お
元
気
な
笑
顔
を

お
元
気
な
笑
顔
を

平
成
20
年
度
泊
村
敬
老
会

平
成
20
年
度
泊
村
敬
老
会

　

９
月
12
日
（
金
）、
平
成
20
年
度
泊
村
敬
老
会
が
泊
村
公
民
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
対
象
者
は
４
０
７
名
（
男
１
２
１
名
、
女
２
８
６
名
）
で
、

こ
の
う
ち
会
場
に
は
１
３
７
名
の
方
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
牧
野
村
長
の
挨
拶
、
次
い
で
今
年
米
寿
を
迎
え
ら
れ

た
18
名
の
う
ち
、
出
席
さ
れ
た
４
名
の
方
に
村
か
ら
お
祝
い
状
と
記
念
品

が
贈
ら
れ
、
ま
た
村
議
会
議
員
よ
り
出
席
者
全
員
に
敬
老
祝
金
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
来
賓
を
代
表
し
泊
村
議
会
（
宇
留
間
副
議
長
）

の
祝
辞
の
後
、
祝
宴
が
行
わ
れ
、
ス
テ
ー
ジ
で
の
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
を
楽
し

ん
で
、
心
温
ま
る
敬
老
会
の一日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

梅
原　

ト
シ
ヱ
さ
ん

茅
沼
地
区　
　

江
川　
ハ
ナ
さ
ん

　
　
　
　
　
　

厚
谷　

キ
ク
ヱ
さ
ん

　
　
　
　
　
　

酒
井　

ま
つ
さ
ん

　
　
　
　
　
　

赤
石　

美
代
さ
ん

　
　
　
　
　
　

酒
井　

茂
一さ
ん

む
つ
み
荘　
　

壁　

キ
ミ
エ
さ
ん

　
　
　
　
　
　

安
達　

ま
つ
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　

浅
井　

ト
キ
さ
ん

　
　
　
　
　
　

黒
坂　

キ
ミ
さ
ん

　
　
　
　
　
　

吉
田　

美
都
さ
ん

　
　
　
　
　
　

佐
藤　

文
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　

笹
谷　

と
し
ゑ
さ
ん

　
　
　
　
　
　

櫻
庭　

チ
ヨ
さ
ん

　
　
　
　
　
　

稲
澤　

愛
子
さ
ん

泊
村
の
最
高
齢
者

泊
村
の
最
高
齢
者

泊
村
の
百
歳
該
当
者

（
100
歳
）明
治
４１
年
生
ま
れ
の
方

泊
村
の
百
歳
該
当
者

（
100
歳
）明
治
４１
年
生
ま
れ
の
方

泊
村
の
米
寿
該
当
者

（
88
歳
）大
正
９
年
生
ま
れ
の
方

泊
村
の
米
寿
該
当
者

（
88
歳
）大
正
９
年
生
ま
れ
の
方

男
性　

む
つ
み
荘　

横
野　

仁
さ
ん　
　

98
歳

女
性　

む
つ
み
荘　

児
玉　
ミ
サ
オ
さ
ん　
101
歳

臼
別
地
区　
　

川
村　

キ
ミ
ヱ
さ
ん

む
つ
み
荘　
　

見
山　

セ
ス
さ
ん

泊
地
区　
　
　

矢
崎　
ツ
ル
さ
ん

　
　
　
　
　
　

廣
川　
フ
ミ
さ
ん

盃
地
区　
　
　

笠
原　

修
吉
さ
ん
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泊
村
長
寿
者
褒
賞
条
例
に
基
づ
き
、

村
内
で
長
年
に
わ
た
り
、
地
域
社
会
の

発
展
に
貢
献
さ
れ
た
御
高
齢
者
に
対
し
、

長
寿
の
お
祝
い
金
と
し
て
支
給
し
て
お
り

ま
す
。
９
月
10
日
に
満
90
歳
を
迎
え
ら

れ
た
興
志
内
地
区
の
小
林
キ
ミ
さ
ん
へ
、

村
か
ら
、
お
祝
い
状
と
お
祝
い
金
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
健
康
に
気
を
つ
け
て
、
お

元
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
!! 

長
寿
祝
い
金（
長
寿
者
褒
賞
）

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
!! 

長
寿
祝
い
金（
長
寿
者
褒
賞
）

興志内地区　小林　キミさん（90歳）興志内地区　小林　キミさん（90歳）
　出身は泊村大字興志内村です。食事は、好き嫌いはあ
りませんが、肉と濃い味付けは好みません。去年まで２０
年間、泊村菊の会に入っていて、展示会にも出品してい
ました。菊の成長を見るのと、綺麗に花が咲いたところが
好きでした。以前は体調が悪い時もありましたが、今は大
変元気です。長生きの秘訣は、体に無理をかけないこと
です。
　趣味の菊の花についてお聞きすると、楽しそうに私た
ちに説明してくれました。

長
寿
祝
い
金（
長
寿
者
褒
賞
）に
つ
い
て
の

お
問
い
合
わ
せ
は　

役
場
住
民
福
祉
課

７
５　

２
１
３
４

村
内
に
引
き
続
き
30
年
以
上
住
所
を

有
し
、か
つ
、現
に
10
年
以
上
居
住
し
て

い
る
方
。

資
格
要
件

◎
90
歳
に
達
し
た
方
…
35
万
円

◎
95
歳
に
達
し
た
方
…
35
万
円

◎
100
歳
に
達
し
た
方
…
30
万
円

　10月20日（月）～10月26日（日）は「秋の行政相談週間」
です。
　行政相談週間にちなんで、次のとおり、行政相談所
を開設します。
　毎日の暮らしの中で、国の役所や特殊法人などが行
っている仕事について、困っていること、納得できな
いこと、意見をお持ちの方は、お気軽においでくださ
い。
　相談は無料で、秘密は守られます。

◆日　　　時　平成20年10月21日（火）　13:00 ～ 16:00
◆場　　　所　泊村公民館
◆行政相談員　酒本　征史
◆相談内容　　年金、老人保健・福祉、道路、登記、郵便
　　　　　　　消費者保護、雇用保険、役所の窓口サービス等

秋の行政相談週間秋の行政相談週間 行政相談所開設
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　とまり保育所運動会が行われ、園児たちの笑顔ではじけました。

　雨の心配をよそに、さわやかな秋風が吹く中、園庭で行われた運動会には、保育所の園児64人と

保護者、おじいちゃん・おばあちゃん、来賓のほか、卒園した小学生も参加し、かけっこや玉いれな

どに挑戦しました。

　カメラやビデオを

手にした保護者たち

は、競技に臨む元気

あふれる我が子の姿

を納めながら、盛ん

に声援を送っていま

した。

10
７

9
7 第３９回とまり保育所運動会

　泊小学校３年生が、村内の施設をめぐり実際に体験して、郷土“泊村”の歴史や文化などを学習しま

した。

　とまりん館では、泊で発掘された土器などに触れ、原子力発電の仕組みなどについて学び、泊製甲

所では、安全靴の製造過程について勉強し、鰊御殿とまりでは、鰊漁で栄えた往時の様子を貴重な展

示品を通じて学習しました。

10
７

9
10 ふるさと体験学習

海海日日 本本

ニコニコ トピックス元
気村

海海日日 本本

ニコニコ トピックス元
気村

とまり保育所運動会とまり保育所運動会
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　ボランティア活動を通してお年寄りと交流を深め、福祉の現場を知ることを目的にデイサービスセ

ンターと老人ホームむつみ荘で毎年行われています。

　生徒たちは食事や入浴の介助等に一生懸命取り組み、なれないながらもお年寄りの方々と話をした

り、ゲームをして楽しい時間を過ごしました。

泊中学校２年生ワークキャンプ
10

７
9
16

10
７

9
17

　保育所園児が保育所近くの畑で、

ジャガイモの収穫を楽しみました。

園児たちは土にまみれながら「よい

しょ、よいしょ」とイモ掘りに熱中。

　大きなイモが現れると、園児たち

は「大きいな」「重いぞ」と歓声を上

げました。その後、とれたてのイモ

を蒸かしてみんなで試食しました。

とまり保育所イモ掘り
10

７
9
17

～

　９月21日から９月30日の10日間、秋の全国交通安全運動の実施に伴い、村内でも９月19日に交通

安全車両パレード・街頭啓発を行いました。

　この期間中、交通安全指導員や地域会の方々による通学途中の児童・生徒への街頭指導、広報車に

よる巡回啓発、保育所・老人ホームでの交通安全教室が行われました。

　これからも住みよい村づくりのため、一人ひとりが事故に遭わないよう気をつけて、ストップ・ザ・

交通事故死を目指しましょう。

秋の交通安全運動の実施
10

７
9
21

10
７

9
30～



泊発電所３号機建設工事進ちょく状況
（平成２０年８月２０日現在）

建設工事は順調に進んでいます

～泊発電所３号機建設工事の総合進ちょく率は、
　９３．６％に達しています～

①展望台より全景 ②２号機タービン建屋屋上より ③３ｃ道路より定点撮影位置

泊 発 電 所 １ ・ ２ 号 機 の 状 況
■泊発電所１号機（定格電気出力57万９千キロワット）
・第15回定期検査中

・定格熱出力一定で運転中　
■泊発電所２号機（定格電気出力57万９千キロワット）

エネルギー通信エネルギー通信

工事概況

許認可

電源開発調整審議会上程　　　　　　　　　  平成12年10月20日

原子炉設置変更許可申請　　　　　　　　　  平成12年11月15日

公有水面埋立免許取得　　　　　　　　　　  平成13年４月16日

公有水面埋立竣功許可　　　　　　　　　　  平成15年６月16日

原子炉設置変更許可　　　　　　　　　　　  平成15年７月２日

電気工作物変更届出　　　　　　　　　　　  平成15年７月２日

着工(第１回工事計画認可)　　　　　　　 　 平成15年11月21日

第８回工事計画認可(全工事計画認可取得)　　平成18年４月28日

○土木工事

 ・構内道路工事   

　　３g・３h・３n道路 の道路工事・

　　排水路工事   バックフィル法尻・

　　３c道路法尻の排水路工事 

・放水口護岸波返擁壁恒久対策工事 

　　躯体工事 

原子炉補助建屋B2F 

高圧注入ポンプの計装工事状況

原子炉冷却系統設備耐圧試験状況 
（蒸気発生器管台部分） 

原子炉建屋 トップドーム
防水塗装工事状況

○ 建築工事 

　・原子炉建屋他新築工事：

　　各所仕上工事 

　・タービン建屋他新築工事

　　:各所仕上工事 

　・構内排水設備新設工事   

　　雨水桝設置、ヒューム管布設 

○ 電気機械工事

　･１次系設備設置工事   

　　　原子炉建屋、原子炉補助建屋内の配管･空調･計装･付帯･保温･

　　　塗装工事、配管洗浄（フラッシング）･耐圧試験、機能試験 

　･２次系設備設置工事   

　　　タービン建屋 タービン･発電機･復水器等の機器据付､配管工事､

　　　機能試験  給排水処理設備･海水淡水化設備　試運転対応運転 

　･電機品据付配線工事   

　　　原子炉建屋、原子炉補助建屋、タービン建屋内の電線管工事、

　　　照明工事、所内通話設備工事、計装品の調整、

　　　補機･弁の調整試験、機能試験 

･付帯設備工事    

　　　補助ボイラー設備 試運転対応運転 屋外消火栓設置工事、

　　　３号機本館監視設備設置工事 

３n道路 排水路工事状況

主要工程

平成13年 ～ 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年

建
設
準
備
工
事
　
開
始

着
工

燃
料
装
荷

運
転
開
始

H13/3 H15/11

H21/2 H21/12

(建設準備工事)

(建  設  工  事)

凡例 　：予定､　：実績

総　　合

土木工事

建築工事

電気機械工事

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

92.8％(1.1％)

99.9％(0.0％)

99.9％(0.0％)

90.1％(1.5％)

工事進ちょく率

（　）は当月の進ちょくを示す。

８● 広報 とまり　2008年10月号 ●
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資源エネルギー庁主催による
プルサーマルシンポジウムが開催されました。

資源エネルギー庁主催による
プルサーマルシンポジウムが開催されました。
　泊発電所のプルサーマル導入の計画に伴い、
資源エネルギー庁主催のシンポジウムが８月31
日（日）泊村公民館で開かれました。
　約300人が出席して行われた会議では、初め
て住民も計画に対する意見を発言できる場とな
り、活発な意見を交わし計画内容について話し
合われました。
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●泊発電所２号機の蒸気発生器１次冷却材
入口管台溶接部の傷の補修について

●泊発電所２号機の蒸気発生器１次冷却材
入口管台溶接部の傷の補修について

　泊発電所２号機の定期検査中に確認された２号機の蒸気発生器１次冷却材入口管台溶接部
の傷の補修工事について、電気事業法に基づく国の使用前検査に合格した旨、８月27日、
安全協定第11条に基づき連絡がありました。

●泊発電所１号機の定期検査における
蒸気発生器伝熱管の

渦流探傷検査結果について

●泊発電所１号機の定期検査における
蒸気発生器伝熱管の

渦流探傷検査結果について

　９月４日に北海道電力(株)より、1号機の第15回定期検査において、蒸気発生器伝熱管の
健全性を確認するため、渦流探傷検査（ECT)を実施した結果、A－蒸気発生器伝熱管3,348
本のうち１本に有意な信号指示が認められた旨の報告を安全協定に基づき連絡がありました。
　有意な信号指示は、高温側管板部入口側に認められました。
　なお、B-蒸気発生器伝熱管には有意な信号指示は認められませんでした。
　有意な信号指示が認められた伝熱管については、現在、原因調査を実施しております。
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●泊発電所使用済燃料の
輸送について

●泊発電所使用済燃料の
輸送について

　平成20年９月22日から25日の3
日間において、使用済燃料が青森県
六ヶ所村の日本原燃株式会社再処理
事業所の「使用済燃料受け入れ・貯
蔵施設」に搬出されました。
　今回搬出された使用済燃料集合体
は42体で、14体ずつ納めた３基の
輸送容器により専用運搬船で搬出さ
れました。

●定期検査中の泊発電所1号機に
おけるA－非常用ディーゼル発電機の

軽油の漏えいについて

●定期検査中の泊発電所1号機に
おけるA－非常用ディーゼル発電機の

軽油の漏えいについて
　9月7日、定期検査中の泊発電所1号機において点検中のA－非常用ディーゼル発電機の屋
外燃料タンク室（地下）から燃料である軽油が漏えいしているのを発見した旨、安全協定の
公表基準に基づく連絡がありました。
　なお、漏えい量は、約3,800リットルと推定されておりますが、発電所施設外への漏えい
はなく、定期検査中である１号機への安全性に影響はありませんでした。
　なお、９月12日には、漏えいに係る原因と対策についての報告を次のとおり、受けてお
ります。

○漏えい箇所：A－非常用ディーゼル発電機の屋外燃料タンク室プロテクター内の配管フラ
　　　　　　　ンジ（継手）部
○原　　　因：①弁分解点検後の配管腐フランジ部の取付け作業における不均一な締め付け
　　　　　　　　による部分的な締め付け不足
　　　　　　  ②当該フランジ部の取り付け後の漏えい確認は、通常運転時にかかる圧力よ
　　　　　　　　り低い状態であったため漏えい確認ができなかった。
○対　　　策：①フランジ締め付け方法の改善（フランジ部を取り付ける際には、確実な締
　　　　　　　　め付け管理を実施）
　　　　　　　②漏えい確認時期の適正化（当該部に最も圧力がかかる時期に漏えい確認）

※Ｐ８～11は平成20年度広報・安全等対策交付金事業により作成しております。
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と　き　10月11日（土）13時30分～ 15時30分

ところ　岩内地方文化センター

　　　　（岩内郡岩内町字万代51番地の７）

内　容　①講演　小児の受診のタイミング、子どもの事故

　　　　　講師　岩内協会病院小児科医長　浜崎和朗先生

　　　　②パネルディスカッション　～小児医療を考える～

　　　　③心肺蘇生のデモンストレーション　～小児の心肺蘇生、AEDの使い方～

　　　　　講師　岩内消防署　救急隊員

その他　託児を希望される場合は、事前の申込みが必要です。（人数制限あり、先着順）

子ども救急医療講演会
岩内協会病院の

浜崎先生による
講演など

身近な小児医療
の現状などにつ

いて、

みんなで考えま
しょう

お申し込み・お問い合わせ　岩内保健所　TEL 0135－62－1537

　「こころの病」は、誰もがかかり得る身近な病気ですが、まだまだ病気に対する誤解や偏見

は地域に残っています。また、病気による生活のしづらさは、外見ではわかりにくい障害で、

サポートする資源も少ない状況です。こころの病気ついて正しく知り、みんなが安心して暮ら

せる地域について考えるきっかけにしませんか？

「やさしい精神保健講座」開催します
こころの病気について知ろう・考えよう

お申し込み・お問い合わせ　（お電話でお申し込みください。）

　後志保健福祉事務所　保健福祉部  子ども・保健推進課精神保健福祉係　緯 (0136) 23－1957

　                                                岩内地域保健部  健康推進課　緯 (0135) 62－1537

開催場所　岩内老人福祉センター（岩内町字清住 166）

募 集 定 員　30名（受講料無料）
対　　　象　原則５日間参加できる方ですが、都合の悪い方は申込み時にお伝え下さい。
　　　　　　（４日以上参加された方に、修了証書が授与されます）
申込み期限　平成20年11月10日（月）

開催日時・内容
講座

1

2

3

4

5

開　催　日　時 主 題 ・ 学 習 内 容

11月13日（木）13：30～16：00

11月20日（木）13：30～16：00

11月25日（火）13：30～16：00

11月26日～ 12月10日までの1日間

12月11日（木）13：30～16：00

・わがまちの現状　・精神保健福祉の歴史と人権

・こころの病気について学ぼう

・当事者や家族と一緒に、地域に何が必要かを考えてみよう

・実習（各社会復帰施設にて）

・自分たちができることを考えてみよう

と　　き：10月12日（日）午前10時～午後１時（雨天決行）
と こ ろ：泊村『とまりん館』野外特設会場
主　　催：ふれあい浜市場実行委員会
　　　　　・岩宇４漁協
　　　　　　（泊村漁協、盃漁協、岩内郡漁協、神恵内漁協）
　　　　　・ＪＡきょうわ前田食品加工グループ
　　　　　・ＪＡようてい京極食品加工グループ
　　　　　・ＪＡようてい倶知安野菜グループ
　　　　　・岩宇３町村（泊村・岩内町・神恵内村）
販売品目：生秋サケ　活アワビ　活ホタテ　あま漬けウニ　ソウハチ一夜干し・ホッケの開き他

ふれあい浜市場の開催
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くらしの告知板くらしの告知板くらしの告知板
役場　緯75～２０２１

　平成20年10月１日、国民生活金融公庫は、農林漁業

金融公庫、中小企業金融公庫、国際協力銀行（国際金融

等業務）と統合し、「株式会社 日本政策金融公庫」（略称：

政策公庫）となります。

　なお、10月以降もこれまでと同様の手続きで政策公

庫をご利用いただけます。

国民生活金融公庫

小樽支店からのお知らせ

10月１日 日本政策金融公庫 誕生10月１日 日本政策金融公庫 誕生

　労働保険とは、労災保険と雇用保険の総称で、労働者

の生活の安定、福祉の増進等を図ることを目的に、政府

が直接管理運営している保険です。農林水産業の一部を

除き、労働者を一人でも雇用する事業については、法人

･個人を問わず加入が義務づけられております。

　厚生労働省では、10月を「労働保険適用促進月間」

と定め、集中的に広報活動を展開し、労働保険制度のよ

り一層の理解、周知を図ることとしております。

　労働者が安心して働ける職場となるよう、まだ労働保

険に加入していない事業主の方は、速やかに最寄りの労

働基準監督署または公共職業安定所（ハローワーク）で

加入手続をしてください。

10月は、労働保険適用
促進月間です！

10月は、労働保険適用
促進月間です！

問い合わせ
・北海道労働局総務部労働保険適用室

　　TEL　011－709－2311

・最寄りの労働基準監督署・公共職業安定所

一人でも雇ったら、必ず入るもの。
それは「労働保険」です！

　慣れた山でも、山菜採りに無我夢中になると「隠れた

危険」があります。次のことに心掛けて、山菜採りを楽

しんでください。

１　家族等に行き先と帰宅時間を知らせましょう

　　「自分だけの秘密の場所だから」では、万一の場合、

捜索が遅れることになります。行き先、帰宅時間等を

必ず家族等に知らせてから出かけましょう。

２　単独での入山を避け、二人以上で声を掛け合い

　位置を確認する

　　万が一迷ったら、一人

では救助を求めることも

できません。二人以上で

入り、たえず声を掛け合

いお互いの位置を確認し

あうことが大切です。

３　服装は目立つ色にしましょう

　　白や黄色、蛍光色の服装がよく目立ち、万が一の場

合には、救助隊やヘリコプターから発見されやすくな

ります。

４　携帯電話や非常食、熊よけのための鈴やラジオ

　等を携行しましょう

　　鈴や笛、ラジオ等の音の出るものは、熊除けや自分

の位置を知らせるのに役立ちます。アメ玉やチョコレ

ート、ビスケット等は非常食になります。

　　また、非常の場合の連絡用として、携帯電話を持ち

ましょう。

５　迷ったときは無理をせず、落ち着いて行動しま

　しょう

　　迷ったときは、むやみに歩き回らず、体力の消耗を

抑え、落ち着いて捜索隊を待つなどの慎重な行動が必

要です。万が一の場合、家族等から捜索願が出されて

捜索隊が救出に向かいますので、発見されやすい視界

の開けた場所、野宿に適した場所を早めに探すことが

大切です。

事故を防ぐために事故を防ぐために

山菜採りの心構え５か条

○山に入る前には、地元の

人に聞くなど、熊の出没

情報に気をつけましょう。

○「熊の出没注意」の看板の

ある場所には入らないよ

うにしましょう。

○ヒグマに人の存在を早めに知らせるため、鈴やラジオ

で音を立てるなどの工夫をしましょう。

○ヒグマの足跡や糞を見たときには、すぐ引き返しまし

ょう。

ヒグマに注意！
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　家庭のぬくもりを求めている子どもた

ちの里親になりませんか。

　里親とは親の病気や離婚など様々

な事情により家庭で生活できない子

どもたちを、温かい家庭に迎え入れ、

愛情とまごころをこめて養育してくださる方のことで、

児童福祉法に定められている公的な制度です。

　里親になるためには特別な資格は必要ありません。

　望まれることは、子どもが大好きで、健康的で明るい

家庭であることです。

　また、子どもを養育すると里親手当、生活費、学校教

育費、医療費などが支給されます。

　もし、もっと詳しいことが聞いてみたい、里親になっ

てみたいとお考えでしたら、ぜひ、最寄りの町村役場、

市福祉事務所または児童相談所に連絡してください。

里親制度をご存知ですか？里親制度をご存知ですか？

　岩内地域人材開発センターでは、平成20年11月９日

に開催される危険物取扱（乙種第４類）の試験に合わせ

て事前対策講座を開催します。
　

●開催月日　平成20年10月23日(木) ～ 24日(金)

●開催時間　午前９時より午後５時まで（14時間）

●開催場所　岩内地域人材開発センター　二階研修室

●講　　師　天沼　興一氏

●受 講 料　10,000円（教科書込）

●講習内容　危険物取扱者　乙種第４類の内容

●対 象 者　危険物取扱者　乙種第４類の資格を取得し

たい方

●定　　員　15名

●締　　切　10月10日(金)

【Windows Vistaコース】
　Excel2007入門講座（午前10：00～12：00）

　11月５日～11月28日　毎週水・金曜日開催

　　※定員10名（先着順）　受講料：12,000円

【試験対策コース】
　表計算３級試験対策講座（午後14：00～16：00）

　11月４日～11月28日　毎週月・水・金曜日開催

　　※定員６名（先着順）　受講料：18,000円

　データベース試験準備講座（夜18：30～20：30）

　11月４日～11月28日　毎週月・水・金曜日開催

　　※定員10名（先着順）　受講料：18,000円

　岩内地域人材開発センターでは、

11月に各種パソコン教室を開催

します。

問い合わせ
・岩内地域人材開発センター

　　岩内町字東山8－16

　　TEL　0135－62－2183

パソコン教室 受講生募集の
お知らせ
パソコン教室 受講生募集の
お知らせ

危険物取扱科　受講生募集の
お知らせ
危険物取扱科　受講生募集の
お知らせ

　交通事故による死者数は年々減少傾向に

あるものの、平成19年の事故発生件数は

約83万件、死傷者数は９年連続で100万人を超える約

103万人と、国民の誰もが交通事故の被害者にも加害者

にもなり得る極めて深刻な状況となっています。

　交通事故は車社会の負の部分であり、被害者にとって

も加害者にとっても悲惨な結果をもたらすものです。

　自賠責保険・共済は、すべての自動車の保有者に、自

動車１台ごとに加入が義務づけられており、基本的にす

べての加害者の賠償責任を担保するとともに、すべての

被害者の基本的な賠償を保証する制度であり、被害者の

保護を目的としています。

　ひとりひとりが、より一層自賠責制度の役割・重要性や、

保険金・共済金の支払いのしくみなどを十分に理解・認

識することがとても大切です。

交通事故からあなたの未来を守る
自賠責保険・自賠責共済
交通事故からあなたの未来を守る
自賠責保険・自賠責共済

安全運転は意識しても
安心のための自賠責を
忘れてはいませんか？

自賠責保険・共済の有効期限は切れていませんか？
　自賠責保険・共済は、万一の自動車事故の際の基本的
な対人賠償を目的として、原動機付自転車を含むすべて
の自動車に加入が義務づけられており（自動車損害賠償
保障法）、自賠責保険・共済なしでの運行は法令違反で
すのでご注意下さい！
　四輪車ももちろんですが、特に、車検制度のない250
㏄以下のバイク（原動機付自転車・軽二輪自動車）は、
有効期限切れ、かけ忘れにご注意を！
　なお、自賠責制度の詳しい内容は、http://www.jibai.jp
でご覧になれます。

問い合わせ
・泊村役場　住民福祉課　TEL 0135－75－2132

・北海道中央児童相談所　TEL 011－631－0301

　北海道内で事業を営む使用者及びそ

の事業場で働くすべての労働者（臨時、

パートタイマー、アルバイト等を含

む）に適用される北海道（地域別）最

低賃金が次のとおり改正されます。

「ねぇみんな、この金額に目を留めて！」「ねぇみんな、この金額に目を留めて！」「ねぇみんな、この金額に目を留めて！」

最低賃金額　時間額667円

効力発生年月日　平成20年10月19日

北海道労働局　労働基準監督署（支署）

北海道最低賃金北海道最低賃金
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・事前予約制
・予約受付　

　平日午前10時～午後４時

・岩内町高台84－３

　(佐藤精肉店となり)

・緯 0135-62-8373

札幌弁護士会しりべし弁護士相談センター

1日（水）8日（水）15日（水）
22日（水） 29日（水）10月

10月の相談日程10月の相談日程

10月５日(日)

　　12日(日)

　　13日(月)

　　19日(日)

　　26日(日)

診療時間
９時～17時まで

問い合わせ先

岩内地方衛生組合じん芥処理場　TEL 62－6251

不燃(粗大含む)
ごみ受入停止の
お知らせ

茅 沼 診 療 所

発 足 診 療 所

東 山 ク リ ニ ッ ク

前 田 診 療 所

岩 内 協 会 病 院

緯

緯

緯

緯

緯

７５－３６５１

７４－３００９

６２－７７００

７３－２２１１

６２－１０２１

体育の日

不燃（粗大含む）
ごみ受入
停止日

不燃（粗大含む）
ごみ受入
停止日

■受入停止日　10月27日(月)■■受入停止日　10月27日(月)■

　全国労働衛生週間は、昭和25年に第１回が実施され

て以来、本年で第59回を迎える。この間、本週間は、

国民の労働衛生に関する意識を高揚させ、事業場におけ

る自主的労働衛生管理活動を通じた労働者の健康の保持

増進と快適な職場環境の形成に大きな役割を果たしてき

たところである。

　我が国における昨年の業務上疾病による被災者は

8,684人であり、長期的には減少しているが、腰痛につ

いては近年増加傾向にある。

　また、一般定期健康診断の結果、何らかの所見を有す

る労働者の割合は増加を続けており、平成19年は49.9

％に上っている。さらに、仕事や職場生活に関する強い

不安、悩み、ストレスを感じる労働者の割合は６割を超

えており、業務によるストレスなどにより精神障害を発

症する事案が増加している。

　このような状況の下、平成20年度から第11次の労働

災害防止計画がスタートしたところであり、労働者の健

康確保対策を推進し、定期健康診断における有所見率の

増加傾向に歯止めをかけ、減少に転じさせること等を目

標に、危険性又は有害性等の調査等の促進、健康診断の

結果に基づく措置の実施の促進、メンタルヘルス対策の

推進、粉じん障害の防止、化学物質による健康障害の防

止等を重点対策とし、関係者が積極的に取り組むことと

している。

　これらの対策が事業場において着実に実施され、労働

者の健康の確保、増進が図られるためには、経営トップ

や事業場のトップが自らの責務について認識し、産業医、

衛生管理者、衛生推進者等の産業保健スタッフが中核と

なって、衛生委員会等の場を活用するなど労働者の意見

を反映させながら対策を展開していくことが重要である。

　また、労働者自身も健康管理の活動に参加し、積極的

に健康づくりに取り組んでいくことが重要である。

　このような観点から、本年度は、「あなたが主役明るい

職場と健康づくり」をスローガンとして全国労働衛生週

間を展開し、事業場における労働衛生意識の高揚を図る

とともに、自主的な労働衛生管理活動の一層の促進を図

ることとする。

第59回全国労働衛生週間第59回全国労働衛生週間

10月の

救急当番医

地域の福祉、みんなで参加地域の福祉、みんなで参加

共同募金

赤い羽根募金
www.akaihane-hokkaido.jp

　今年も10月１日から赤い羽根共同

募金運動が始まります。

　地域の福祉活動を支えるために、今

年も皆様のご協力をお願いいたします。

10月1日～7日
スローガン あなたが主役　明るい職場と健康づくり

主唱　厚生労働省（http://www.mhlw.go.jp） 

　　　中央労働災害防止協会（http://www.jisha.or.jp）

協賛　建設業/陸上貨物運送事業/港湾貨物運送事業/

　　　林業・木材製造業/鉱業/各労働災害防止協会
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続けよう
交通事故死 　の日

村民のねがいです

平成16年10月８日より
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